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1．国際学会参加の目的
　世界ストレス会議に参加することにより，
　○我々の研究発表の成果を知る．
　○ストレス研究の状況を多角的に把握する．
2．学会の内容
○我々の研究発表の成果
　我々は，「Flesionxan，　a　5－HTIA　receptor　agonist，
prevents　the　stress－induced　changes　in　emotional
behavior　in　mice」という演題で，セロトニン寸寸
不安薬の一つである選択的5－HTIA作働薬が，スト
レスにより誘発されるマウスの情動行動の変化に及
ぼす効果を検討した内容について発表した．当教室
では，ベンゾジアゼピン系抗不安薬がマウスの情動
行動に及ぼす効果についてはすでに報告している
が，本研究は，選択的5－HTIA作動薬がマウスの情
動行動に及ぼす効果がベンゾジアゼピン系抗不安薬
のそれとは全く異なること，さらには，ストレスに
対する改善効果にも両薬物間には質的な差異がある
ことを示唆させるものであった．今後はこれら行動
実験で得られた結果に基づき，ストレスに対する両
抗不安薬の効果の発現メカニズムを詳細に解明する
予定である．
○ストレス分野における研究の状況
　今回の学会は，基礎医学関連の演題は全体の3～
4割程度で，その他には主に精神疾患を中心とした
臨床医学および心理学関連の発表，さらには法学，
社会的な管理学関連の発表もなされていた．「スト
レス」という非常に漠然としたテーマで，医療分野
のみならずその他様々な分野の観点から考える会で
あったことが興味深かった．また，今後ストレスに
関する基礎研究を進めていく上で，広い視野をもっ
て考慮する必要があることを認識した．
　また，中枢神経系を中心とした内容の演題は，直
接作用を及ぼす神経化学物質を検討する発表から，
その物質の生合成または，影響を与えられたペプチ
ド，ホルモン，酵素などの関連物質の視点が移りつ
つある．「The　CNS　circuitry　of　stress：relationships
between　CRF　and　noradrenaline」というシンポジウ
ムは当教室で今回の発表とは別に行われている研究
に類似しており，最も興味深いものとなった．ノル
アドレナリンとCRFを物質，受容体および分泌の
それぞれの視点から検討されていたが，皮質と海馬
に注目していた点は我々と一致していた．当教室で
は他に行動，あるいは分子生物の検討を同時に行っ
ており考察が複雑になるが，今回のシンポジウムを
さらに詳細に検討したものになるため，早急に研究
を進める必要があると思われた．
　最後に，今後の自分の研究においては，脳内神経
化学物質を探究するだけでなく，さらに掘り下げて
遺伝子レベルの考究，あるいはその関連する物質と
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の相互作用の検討，の必要性があることを認識した．
これらは複数の実験を行わなくてはならないが，個
人で行うとそれぞれの実験に高度の技術修得と多く
の時間を必要とし，他の研究施設に先を越される可
能性がある．それぞれの専門が個人レベル，研究室
レベルもしくは施設レベルで共同の実験テーマに取
り組み，相互に考察を取りいれて一つの研究にして
いく必要があること，そのためには，自己の研究領
域の知識の吸収のみならず，常に多方面からの視点
で研究を意識していく姿勢をもつことが重要と思わ
れる．
　おわりになりましたが，国際学会参加の機会を与
えてくださった大川記念財団ならびに諸先生方に深
く感謝いたします．
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